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例会は隔月（偶数月）第２金曜日です
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幸若会第３回総会開催 平成30年

 
幸
若
舞
の
里
づ
く
り
会
の
第
三
回
総
会
が
、

平
成
三
十
年
五
月
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
か

ら
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

 
当
日
は
、
会
員
三
十
八
名
が
参
加
し
、
辻
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
内
藤
町
長
の
祝
辞
の

あ
と
、
宗
生
流
幸
若
舞
・
安
宅
関
な
ど
の
披
露

公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
総
会
議
事
次
第
に
移
り
、
全
議
案

と
も
原
案
の
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  辻会長挨拶 
 
 今年は明治１５０年で

福井国体も開催されます。 

 幸若舞の里づくり会と

しましても、これらの動

きに協賛しまして、さら

にまちづくりに貢献して

いきたい。ご協力をお願

 
 
 
 
 
 
 
 

  内藤町長祝辞 

 
 私も先程、入会金と年

会費を払い、里づくり会

の会員となりました。会

長の挨拶にもありました

ように、今年は国体の年、

皆さんにご協力をお願い

するとともに、一会員と

宗生流幸若舞｢安宅関｣ 総会風景 

村上学芸員講演 
 昨年の総会での講演の続編として、今回も朝日地区の歴史から説き起こ

し、その中で「幸若舞」の発祥と展開について説明をいただきました。劒

神社を中心として行われる「信長サミット」にも関連して、幸若舞研究を

さらに続けたいとしました。講演は秀吉時代に入る前に時間切れとなり。

残りは来年総会？のお楽しみとなりました。 
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山口顧問による幸若講座（歴女の会）は毎月最終金曜日です

平成２９年度事業及び決算報告 平成３０年度事業及び収支予算 

＊特別会計は越前町へのふるさと納税を原資とするもので、使途が限定されています。 

実施月日 　　事　業　名 　　　　　摘　　　　　　要
4月16日 佐々生墓地清掃 １４名参加

5月14日 第２回総会 生涯学習センター、３５名参加

5月28日 健康ウォーク 西田中区と共催、１２５名参加

8月20日 研修旅行 敦賀市内幸若関連史跡視察

9月　1日 リーフレット発行 幻の芸能・越前幸若舞

9月10日 幸若舞「安宅関」披露 山口顧問祝う会

9月23日 幸若舞祭礼参加 白山神社秋季例大祭

10月 9日 幸若舞祭礼参加 劒神社観月の夕べ

11月 4日 総合文化祭参加 コーナー開設

11月14日 幸若出前授業 朝日小６年児童

12月 3日 講演会＆忘年会 後藤ひろみ講師、２６名参加

2月 3日 幸若舞子供教室 生涯学習センター

幸若歴史講座 毎月第４金曜日、町図書館

幸若かわら版発行 隔月奇数月発行、６回

例会 隔月偶数月開催

語り部の会 勉強会８回、案内１回

実施月日 　　事　業　名 　　　　　摘　　　　　　要
4月15日 佐々生墓地清掃
5月13日 第３回総会 生涯学習センター、３５名参加

5月27日 健康ウォーク 西田中区と共催

９月   日 祭礼参加 白山神社、劒神社

９月   日 研修旅行 勝山方面視察

10月   日 越前町紹介運動 福井国体ホッケー場

10月 9日 幸若舞祭礼参加 劒神社観月の夕べ

10月20日 小さな親切運動
11月   日 総合文化祭参加 幸若舞展示

11月   日 幸若出前授業 朝日小学校

12月   日 講演会＆忘年会
幸若歴史講座 毎月第４金曜日、町図書館

幸若かわら版発行 隔月奇数月発行、６回

例会 隔月偶数月開催

語り部の会 隔月奇数月開催

専門部会活動 語り部、歴史古典部会

幸若史跡案内板作製

一般会計収入 単位：円

前期繰越金 206,235
年会費 120,000
入会金 5,000
町補助金 205,000 ふるさと納税170,000他

区補助金 20,000
寄付金 8,000 　　
行事等参加費 47,362
雑入 12,002 特別会計10,000他

合計 623,599

一般会計支出 単位：円 　　
事務局費 204,867 ふるさと納税170,000 　　
会議費 33,962
事業費 94,453
　幸若歴史講座 40,592 講師謝礼等

　専門部会 5,000
　観月の夕べ 10,000
　幸若子供教室 20,000
　かわら版発行 5,861
　研修会 13,000
団体加入年会費 5,000 町文協

予備費 108,094 リーフレット発行

次期繰越金 177,223
合計 623,599

特別会計収入 単位：円

繰入金 170,000 一般会計より

合計 170,000

特別会計支出 単位：円

事務局費 10,000 一般会計へ

幸若舞創作費助成 150,000
次期繰越金 10,000
合計 170,000

一般会計収入 単位：円

前期繰越金 177,223
年会費 120,000 60@2,000
入会金 1,000
町補助金 35,000
区補助金 20,000
寄付金 1,000
行事等参加費 10,000 新年会、旅行

雑入 1,000
合計 365,223

一般会計支出 単位：円

事務局費 35,000
会議費 50,000
事業費 202,000
　幸若歴史講座 37,000 講師謝礼等

　専門部会 40,000
　文化祭参加 10,000 すごいぞ展

　観月の夕べ 10,000
　幸若子供教室 20,000
　語り部の会 25,000
　史跡案内板 10,000
　研修会 50,000
団体加入年会費 5,000 町文協

予備費 30,000
次期繰越金 43,223
合計 365,223

特別会計収入 単位：円

繰越金 10,000
町補助金 100,000 平成30年度分

合計 110,000

特別会計支出 単位：円

佐々生墓地清掃 20,000
幸若かわら版 20,000
幸若舞衣装助成 70,000
合計 110,000
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語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

当面の主な予定 

      ７月１３日（金）語り部の会講習会 講師・村上学芸員 

    ７月２７日（金）午後１時半 第７０回幸若講座 幸若文化情報センター 

   １０月２８日（日）勝山市視察研修会 

幸若舞の里づくり会 第二期役員一覧 

                     平成３０～３１年度     

村上学芸員による 

 語り部講習会の開催 
 

 幸若舞の会語り部の会では、下記により

講習会を開催いたしますので、ふるってご

参加をお願いいたします。 

            記 

 日時 ７月１３日（金）午後７時半～ 

 会場 勤労者青少年ホーム２階研修室 

        （西田中風月堂東側） 

 講師 越前町学芸員 村上雅紀氏 

 演題 「越前町朝日地区の歴史から 

           幸若舞を探る」 

 その他・５月総会時の講演資料を持参 

     願います。 

    ・語り部の会員以外の方でも自 

幸
若
か
わ
ら
版
を
 

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
 

  
か
ね
て
か
ら
、
幸
若
舞
（
の
里
づ
く
り
会
）
を
、
全
国
発
信
す
る
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を
検
討
中
で
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
越
前
町

朝
日
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
の
ご
協
力
を
得
て
、
同
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ｅ
〡
と
こ
朝
日
」
に
か
わ
ら
版
第
一
二
号

を
テ
ス
ト
版
と
し
て
掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
歴
史
・
文
化
欄
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
た
だ

く
と
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
で
、
か
わ
ら
版
を
非

会
員
や
県
外
の
人
た
ち
に
も
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
が
、
今
後
本
格
的
掲
載
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
同
委
員
会
と

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 

e-とこ朝日 http://asahi-area-

第６９回幸若講座開催 
 みだし幸若講座が去る６月２２日

（金）、１２名の会員の参加を得て実施

されました。 

 今回は、第13項なぜ幸若姓…、第14項

幸若家の紋所、第66項橋本左内の肖像…

をテキストに、山口顧問の講義を受けま

した。 
 弟綱常や幕末福井藩の

事情、さらに、松平春嶽、

中根雪江、村田氏寿、

佐々木長淳、島田墨仙に

も話題が及びました。 

 話はどんどん拡がり、

戦中鯖浦線で武生中学へ

通学していたが、乗り換

え駅である南水落駅（福

武線と立体交差してい

た）における他学校生徒

との確執・乱闘事件など

戦後世代には興味深い内

名誉顧問 打波六兵衛 顧　　問 山口　信嗣 顧　　問 孝久　幸一
顧　　問 青柳　良彦 顧　　問 中嶋　宗聖
会　　長 辻　洋次郎 副 会 長 澤崎　　博 副 会 長 児玉　　忠
事務局長　橋本　守行 事務次長 三谷　憲夫 庶　　務 三谷　憲夫
理　　事 岡本トシ子 理　　事 松田喜美子 理　　事 藤川チエ子
理　　事 笠原　久恵 理　　事 高橋　　満 理　　事 安井　賢二
理　　事 月田　文夫 理　　事 青山　　栄
部 会 長 月田　文夫 部 会 長 藤川チエ子 部 会 長 松田喜美子
部 会 長 笠原　久恵 部 会 長 青山　　栄 副部会長 高橋　　満
監　　事 伊藤　藤恵 監　　事 金巻美智子
参　　与 高松　恒雄 参　　与 田島　善治 参　　与 南部　謙一
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区民会館前集合

幸若舞発祥地の碑説明

　　　幸若文化情報センター展示資料説明 打波家説明

歩け歩け西田中市街地 紙ヒコーキ大会

　
例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

健康ウォーク＆幸若史跡めぐり 

 
本
年
も
、
西
田
中
区
主
催
に
よ

る
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
が
、
さ
る

四
月
二
十
七
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
、
本
会
で
は
こ
れ
に
協
力
し
て
、

道
中
の
幸
若
関
連
史
跡
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
当
日
は
、
少
し
暑
い
ほ
ど
の
絶

好
の
行
楽
日
和
に
恵
ま
れ
、
三
世

代
一
二
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
行
は
西
田
中
区
民
会
館
前
で
の

出
発
式
の
あ
と
、
朝
寿
殿
前
の
幸

若
舞
発
祥
地
の
碑
、
幸
若
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
（
町
立
図
書
館
）
の

保
管
資
料
説
明
、
幸
若
関
係
子
孫

の
内
唯
一
屋
敷
が
残
る
打
波
家
、

幸
若
一
族
の
菩
提
寺
で
あ
る
龍
生

 

寺
（
墓
地
）
、
幸
若
子
孫
が
信
仰

し
、
一
族
の
榎
本
氏
が
寄
進
し
た

算
額
が
伝
わ
る
白
山
神
社
、
最
後

に
こ
れ
も
一
族
が
寄
進
し
た
と
さ

れ
、
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
供
出

を
免
れ
た
名
鐘
が
残
さ
れ
て
い
る

朝
日
観
音
福
通
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
箇
所
も
青
山
栄
氏
を
は

じ
め
と
し
て
本
会
の
語
り
部
の
会

の
メ
ン
バ
ー
が
あ
た
り
好
評
で
し

た
。
 

 
一
行
は
、
最
終
目
的
地
で
あ
る

古
墳
公
園
で
お
い
し
い
昼
食
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後
紙
ヒ
コ
ー
キ
大

会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
 

朝
日
観
音

 


